
23 広報かわちながの●平成29年（2017）８月号 広報かわちながの●平成29年（2017）８月号

　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
は
、
お
腹
が
す
い
た
こ
と
や
、

オ
ム
ツ
が
濡
れ
て
気
持
ち
悪
い

こ
と
を
〝
泣
く
〞
こ
と
で
親
に

伝
え
ま
す
。
親
は
赤
ち
ゃ
ん
を

抱
き
あ
げ
、「
ど
う
し
た
の
？
」

と
声
を
か
け
、
な
ぜ
泣
い
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
考
え
、
世
話
を

し
ま
す
。
こ
の
や
り
取
り
で
親

子
の
絆き

ず
な

を
深
め
て
い
く
の
で
す
。

自
分
の
欲
求
や
思
い
に
心
を
寄

せ
、
受
け
止
め
て
も
ら
う
経
験

が
大
切
に
さ
れ
る
自
分
に
対
す

る
信
頼
を
育
み
、
こ
の
「
基
本

的
信
頼
感
」
は
そ
の
後
の
心
の

育
ち
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。　
　

　

子
育
て
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
現
代
、
親
が
不
安
や
心

配
な
こ
と
を
身
近
な
人
に
相
談

し
た
り
、
様
々
な
人
の
つ
な
が

り
の
中
で
子
育
て
す
る
こ
と
が
、

子
ど
も
の
心
の
育
ち
に
と
っ
て

と
て
も
大
切
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

     ◉
今
月
の
焦
点
１

つ
な
が
り
が
育は

ぐ
く

む

大
切
な
心

子
ど
も
の
貧
困
、
児
童
虐
待
、
い
じ
め
問
題
、

不
登
校
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
問
題
の

報
道
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

急
速
な
社
会
的
変
化
が
地
域
や
家
族
、

親
子
関
係
に
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
予
測
困
難
な
時
代
を
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
の

「
大
切
に
育
て
た
い
心
の
育
ち
」
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
子
ど
も
子
育
て
課
・
教
育
指
導
課

◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午
後５時30分、祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公
共交通機関のご利用を。
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◉市の人口・世帯数 ６月30日現在（カッコ内は前月比）
人口 男 女 世帯数

107,726(-24) 51,051(-15) 56,675(-9) 47,399(+35)

くろまろ塾

くろまろ塾・くろまろキッズの認定講座や催しはこのマーク

くろまろキッズ
（小中学生対象）

K Kiz

今後の予定など詳
しくは市ホームペー
ジをご覧ください。

02 今月の焦点１
つながりが育む大切な心

09 今月の焦点２
空き家などの有効活用をしよう

11 情報 PICK UP
・自動通話録音装置を貸し出します
・警察安全教室を開催

12 市政と関連情報  モックル生活ガイド
暮らし12、その他12・17・25、健康14、安
全安心15、事業所 16、保険・年金 16、税金
16、自治会 16、人権20、障がい者20、高齢
者21、子育て22

17 市長に聞きました

18 フォトニュースかわちながの

24 シリーズ人権連載

26 情報プラザ
お知らせ 26、講演・講座 27、展示・催し
28、 スポーツ31 、募集33、相談35

36 かわちながの ものづくり探訪22 
瀬尾高圧工業株式会社

市役所：河内長野市原町一丁目１番１号
※郵送の場合は〒 586-8501（住所不要）

☎ 53-1111（代表）

自分がかけがえのない
大切な存在であることを感じること

0歳～１歳半ごろ

基本的信頼感

大切な心を育む、人とのつながり・心を動かす実体験

●大切にされる経験
できるだけ毎日同じ保育士にお世話
をしてもらうことで、情緒が安定し、
集団の中でも安心して過ごせるよう
になります。

●異世代との交流
異世代交流は、お互いにとって大切
な時間です。色々な人がいて、それ
ぞれが支え合っているということを
学ぶにはまず出会うことが大切です。

●思いやりの気持ち
「あかちゃんにごはんあげてるね
ん」自分が大切にしてもらってい
ることを、お人形さんにしてあげ
ています。

  ◉今月の焦点１　つながりが育む大切な心
社
会
を
生
き
抜
く
道
徳
や

規
範
意
識
の
基
礎
を
培
い
学
童
期
へ

大
切
な
心
を

育
む
ス
テ
ッ
プ

赤ちゃん
ごはんどーぞ

おばあちゃん
こんにちは

ごはん
おいしいね
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日
々
の
生
活
や
散
歩
、
遠
足

な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
良
い

こ
と
や
悪
い
こ
と
が
分
か
り
、

交
通
ル
ー
ル
な
ど
の
社
会
の
決

ま
り
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
が

分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
友
だ
ち
と
様
々
な
体

験
を
重
ね
る
中
で
、
自
分
の
行

動
を
振
り
返
っ
た
り
、
友
だ
ち

の
気
持
ち
に
共
感
し
た
り
、
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
行
動
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、異

年
齢
交
流
や
地
域
の
様
々
な
年

代
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
で
、

い
た
わ
り
や
思
い
や
り
の
気
持

ち
が
育
っ
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
の
経
験
も
受
け

身
で
は
、
様
々
な
力
を
獲
得
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

色
々
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、

主
体
的
に
人
や
物
に
関
わ
ろ
う

と
す
る
心
を
こ
の
時
期
に
育
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
時
に
比
べ

る
と
、
自
分
で
移
動
す
る
こ
と

が
で
き
、
食
事
や
排
泄
な
ど
身

の
回
り
の
こ
と
が
少
し
ず
つ
で

き
る
な
ど
自
立
し
て
き
ま
す
。

ま
た
、
大
人
の
声
掛
け
で
気
持

ち
を
切
り
替
え
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
は
、
主
体
的
に

人
や
物
に
関
わ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
実
体
験
を
通
し
て
、

自
分
と
他
人
と
の
違
い
や
、「
順

番
」
な
ど
の
簡
単
な
決
ま
り
や

ル
ー
ル
な
ど
が
分
か
っ
て
い
き

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
し
っ
か
り

自
分
の
思
い
を
表
現
す
る
と
い

う
こ
と
も
大
切
で
す
。
互
い
の

思
い
が
ぶ
つ
か
り
合
う
経
験
を

通
し
て
、
相
手
に
も
思
い
や
気

持
ち
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気

付
い
て
い
き
ま
す
。
こ
の
時
期

は
、
ま
だ
ま
だ
大
人
の
あ
た
た

か
い
眼
差
し
と
、
適
切
な
援
助

が
必
要
で
す
。

見たい！知りたい！やりたい！
興味や関心を持ち積極的に関わろうとすること

3歳～6歳ごろ

自発性
食事や排泄などの自立とともに

簡単なルールや、自分と他人との違いに気づくこと

1歳半～3歳ごろ

自立・自己コントロール

大切な心を育む、人とのつながり・心を動かす実体験 大切な心を育む、人とのつながり・心を動かす実体験

わあ！
おまめさんやカブトムシ

さわれるん！
お兄ちゃん

トントンしてー

線路は
こうやって… 電車の中では

静かに！

ちょうちょが
出てきた！

●異年齢との交流
お昼寝する小さい子の背中を軽くた
たいてあげるトントン当番。大きい
子は、思いやりの気持ちが、小さい
子はあこがれの気持ちが育ちます。

●生き物の観察
飼育していた青虫がちょうちょに
なる瞬間に遭遇。生まれてきた時
の感動や大切にお世話をする経験
が、命の尊さを教えてくれます。

●ルールを守ることの大切さ
遠足などで、公共交通機関のマ
ナーを知る機会を設けています。
車での移動が多い昨今、貴重な体
験です。

●好奇心・探究心・意欲
保育士の見守りのもと、興味津々
で豆の観察。友だちとのやりとり
の中で、順番など大切なことを学
んでいます。

●夢中になれる活動
好奇心を刺激するいろいろな活動。
ワクワクしたり、ドキドキしたり、
夢中になったり…。どれも大切な
心の栄養です。

●友だちと協力して取り組む活動
作品を作る行程では、自分の考え
が通らなかったり、失敗したり…。
その経験を通して、折り合いを付
けたり、一緒に作ったという達成
感を味わったりするのです。

  ◉今月の焦点１　つながりが育む大切な心
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小
中
学
校
９
年
間
を
通
し
て
深
め
る

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
学
び

15
の
春
に
責
任
を
持
つ

本
市
の
先
進
的
な
取
り
組
み

道徳教育はすべての教育活動の基盤です

小中学校

心の教育

　

自
分
を
見
つ
め
、
物
事
を
多
面

的
・
多
角
的
に
考
え
、
自
分
の
生

き
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る

学
習
を
通
し
て
、
道
徳
的
な
判
断

力
、
心
情
、
実
践
意
欲
と
態
度
を

育
て
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
学
な
ど
本
市

独
自
の
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
必
要
と
さ
れ
る

「
豊
か
な
人
間
性
」
を
育
ん
で
い

ま
す
。

■
育
て
た
い
心

●
や
さ
し
い
心
と
た
く
ま
し
さ

●
人
の
つ
な
が
り
や
人
を
大
切
に

　

す
る
人
権
感
覚
の
豊
か
さ

●
ふ
る
さ
と
や
地
域
を
愛
す
る
心

●
規
律
あ
る
心
、
社
会
に
貢
献
す

　

る
態
度

❹いのち育む交流授業

❷コミュニティスクール～地域の人たちとのふれあい～

乳幼児と保護者が学校を訪問し、児童・生徒と交流。赤
ちゃんとふれあい、子育ての話を聞き、親への感謝の気
持ちや命の重さを感じ、自己肯定感が育っています。

地域の伝統や文化・歴史を語れる
子どもたちを育てる、ふるさと学。
特設時間を設けた授業に加え、ふ
るさと作文や、美しの里発見事業、
年賀はがき絵コンクールなどの取
り組みにより、自分の住む町を愛
し、誇りを感じる子どもたちが増
えています。
※地域のコミュニティ誌にもふる
さと学について掲載されました。

府内で本市だけが導入している学校
運営協議会（コミュニティスクール）。
地域の人たちの力で、多くの取り組
みが行われています。
地域の人たちとのふれあいや体験は
子どもたちの貴重な心の育ちの場と
なっています。

▲ふれあいまつり

▲てくてくテーリング

▲「私たちの道徳」より

▲夏休み工作教室▲あまちゃんルーム

▲ほのぼの楽校

▲文化財子ども解説員
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取り組みの成果
　子どもたちの育ちは、学校・地域・家庭によっ
て支えられ、豊かな学びが実現しています。下
表のとおり、子どもたちの問題行動が減少する
など、地域のみなさんの関わりが大きな成果を
生んでいます。

■生徒・児童に関する問題行動件数の変化
（市内公立小中学校合計）

小中学校間の一貫性のあるきめ細かな指導により、
小6から中1のギャップがなくなり、義務教育9年間の
健やかな成長と確かな学力の向上につながっています。

❸異年齢の交流

自分の意見を聞いてくれなかった
時があっても、まずは相手の意見
を聞いてみようと思った。支え合
うために、人のためになることを
どんどん考えていこうと思った。

人と自分が違うことによって
思っていることが違うから、話し
合いをする時、いろいろな意見や
よりよい意見が出るから、自分と
人は違っていいと思う。

▲子どもの感想より▲

❶ふるさと学～ふるさとをみつめて～

  ◉今月の焦点１　つながりが育む大切な心

就学相談
　来年４月に小中学校へ入学する子どもの保護者
を対象に就学相談を行っています。「体力や健康
面が不安」「集団にうまくなじめない」など、健康
や生活の面で悩みなどを、気軽にご相談ください。
問教育指導課




